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論 文 調 査 委員 教 授 芦 田 譲 治 教 授 北 村 四 郎 教 授 新 家 浪 雄
教 授 畠山伊佐男
論 文 内 容 の 要 旨
申請者は, 主論文第 1および第2部において, 日本産シラカンパ属の各種につき, 分布域, 生育場所,
カンパ林形成の有無と習性などを調査 し, 各種の生活の内容を, 個体維持 ･種族維持の面から研究 した｡
チチブミネバ リ, マカンパ, ジゾウカンパ, オノオレカンバ, ミズメ ･ヤエガワカンパ, ヤチカンパ ･
アポイカンパなどは, それぞれ, 生活からみて特殊化 しているとみな し得るが, これに対 し, シラカンパ
･ダケカンバ ･ ウダイカンパは, 広い分布域をもち, かつカンパ林をつくる｡ しか し, このうちでも, シ
ラカンパは, 最も多様な条件下に生育 し, 生活上最も特殊化 していないといえる｡
まず, 各種について導管を調べ, おのおのの生育条件との関係をみた｡ シラカンパ属植物の導管は, す
べて階段せん孔をもっている｡ 同一種の, 湿地に生育する個体と丘陵に生育する個体とを比較したが, 導
管の特徴の, 環境条件による種内変異は, 種間の相違より小さく, せん孔の数は, 種によって特徴的であ
った｡ そして土壌水分の豊富な谷筋に主として生育す るウダイカンパ とマカンパでは, 他の種と比較 し
て, せん孔が大きく, その数がきわだって少なく, 水分の通導に好都合な, 進化 した導管になっている｡
これに対 し, シラカンパのように原始的な導管をもつ種は, 湿地からやや乾燥 した条件までの多様な生育
場所に生育する｡ この観察にもとづき, 申請者は, 特殊化と進化とを区別す る必要 があ り, 両者の関係
は, 生活の観点から分析する必要があることを論じている｡
第3部は, シラカンパ属植物の生′態と形態を, 進化の見地を加味 して考察 したものである｡
陽樹であり, 風媒花をもつシラカンパ属では, 林をつ くる習性は, 生活上重要な意義がある｡ 低木性の
カンパの生育は, 他の高木が生育できないところに限られているから, 特殊化 している｡
Nanae亜節のアポイカンパとヤチカンパは, 萌芽能力が発達 しているが, これは, 不良な生育条件下で
次世代を保障する意味がある｡ Albae亜節のシラカンパとヤエガワカンパも蘭芽能力を もつが, この能
力は, シラカンパの分布域の広いことに関係があるであろう｡ Aeuminatae亜節のウダイカンパや,Cos-
tatae亜節の種では, 生長 した木の蘭芽能力はほとんどみられないが, これは, これらの秤の隼活条件が
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限られていることに関係があるであろう｡
カンパ林をつくり分布域の広い Acuminatae亜節と Albae亜節の植物の果実は, 小さく, 翼が著 し
く大きく, 多産されるので, 広く散布されるのに適 している｡ これに対 し, Costatae亜節は, 果実の翼
を失い, 生育地形か らみても特殊化 した種を含む｡ また, 1鱗片あたりの果実数も, 他の亜節では3個
(祖先型) が普通であるのに,1個に退化 し, 果実の生産量が少なく, したがって生育地の限られた種を含
む｡ 小さな果実をつくる種では, 多産によって散布過程での損失を補い, 次世代を保障する｡ 大きな果実
をつくるものでは, 果実数が少ないが, 散布過程での損失も少ない｡ このように, 果実の数と大きさの相
補関係, 果実の諸形態や多産性と生活との関係, 果実の形態と林の形成との関係, などは, 親植物と子植
物との間の適合的な種内関係を示すものである｡ そしてこの観点からも, Costatae亜節と Nanae亜節
揺, Albae亜節や Acuminatae亜節に比べて, 特殊化 しているといえる｡
カンパ林では, ササ群落を下層植生として伴うことが多いが,新芽能力をもつ Albae亜節の種は, 地
上部が何らかの原因で枯死 しても, 不定芽の生長がササの高さを越えるので, 林が再生 し得る｡ これに反
し, 爾芽能力のない種では, ササの密生地における林の再生は, ササが枯死 した場合にのみ, 実生によっ
て可能となる｡
越冬芽の休眠の深さを, 温浴法による覚酢 の難易で調べると, ダケカンバに比べ, 温和な条件下に生育
するシラカンパが, 休眠が浅い｡
Acuminatae亜節と Albae亜節では, 幼型葉が, 他の亜節のものよりながく存在する｡ また, 多くの
荏では, 幼時にもつ爾芽能力が生育に伴って失われ るが, Albae亜節では, それが成木期まで保持され
る｡ 申請者は, これら幼時期の延長するネオテニー的現象を, 生活能力の高いことに関連させて論じてい
る｡
第 4部は, 根について調べたものである｡ シラカンパでは, 多様な生育条件に対応 して, 根系の変化に
富み, Costatae亜節に属する種では, 生育場所が限られていることに対応 して, 根系の変化にとぽしい｡
Nanae亜節に属する2種はたがいに, 生育場所が異なるのに, 根の様相｣は よ` く似ているo Acuminatae
亜節では, 菌根の形態が特徴的である｡ このようにして, 根系の特徴も, 大体この属の分類と一致 してい
る｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
申請者の研究は, 日本産シラカンパ属の各種の生活を, 環境との関係, 種内および種問の関係につき分
析 し, 考察したものである｡ これは, 従来の生態学において, 種としての生活が軽視されてきたことに対
し, 申請者が一つの立場をとったことを意味する｡
環境との関係では, 導管の進化要因を, 現在の生活から考察 し, 導管の進化が現在の生活を規制 してい
る関係を明らかにしたO 種内関係については, 果実の諸特徴と生活の内容との間にみられる対応関係が,
種の生活を維持する上で重要であることを示 し, これを, 親植物との間の適合的関係として分析 した｡ こ
れは, 植物における種内適合関係を扱った最初の研究といえよう｡ また, カンパ林における種問関係を分




態学にとって重要な課題であるが, 発育の問題は, これに一つの手がかりを与えると思われる｡ この研究
では, 葉の発育と萌芽形成とを, 現在の生活と関連させて観察 しているが, この見地にも独創性があると
見てよかろう｡ 最後の根系の研究は, 地上部に関する研究結果を支持 し, 補足するものになっている｡
以上要するに, 本論文は, シラカッパ属を対象として, 進化の観点から種の生活を追求 したものであっ
て, 生態学に新 しい見地を導入 し, 貢献するところが少なくない｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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